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今
後
、
大
地
震
の
時
は
覚
悟
あ
る
べ
き
の
こ
と

 ぶっこう  じ                 きた  む    ろ  ぐん

さん もん　　　　　　　　　　　　　  
　佛光寺は、北牟婁郡紀北町長島にあり
ます。境内山門の脇に２基の石碑があり、
いずれも正面に「津波流死塔」と刻まれ
ています。
　向かって右側　　　    が宝永地震津波、
左側　　　　が安政（嘉永）地震津波の
ものです。
　いずれの石碑も、建てた人や年代が記
されていませんが、それぞれの地震津波
被害からほどなく建てられたと考えられ
ます。
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佛
光
寺
の
津
波
流
死
塔
は
江
戸
時
代
か
ら
有
名
で
、
寛
政
八
年(

一
七
九
六)

に
当
地
を
訪
れ
た
紀
行

作
家
の
橘
南
𧮾
が
記
し
た
『
西
遊
記
続
編
』
に
、
石
碑
①
と
考
え
ら
れ
る
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

宝
永
地
震
津
波
被
害
を
記
し
た
石
碑
①
に
は
、
地
震
が
発
生
し
て
す
ぐ
に
津
波
が
押
し
寄
せ
た
こ
と
、

長
島
（
の
建
物
等
）
が
残
さ
ず
流
さ
れ
、
五
百
人
も
の
人
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
政
地
震
津
波
被
害
を
記
し
た
石
碑
②
で
は
、
六
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
続
発
地
震
で
あ
る
こ
と
、

十
一
月
四
日
の
大
地
震
で
は
直
後
に
津
波
が
あ
っ
た
こ
と
、
家
屋
は
四
百
八
十
軒
ほ
ど
流
さ
れ
、
二

十
三
人
の
人
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
「
大
地
震
の
時
は
覚
悟
あ
る
べ

き
」
と
記
し
、
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
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嘉
永
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寅
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六
月
十
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よ
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迄

震
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四
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巳
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